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E-

〈
中
週
金
制
度
の
僑
色
〉

①

闘

の

盟

E
で

安

全

豊

島

②
僧
益
を
納
め
る
佐
川
り
で
命
第
の
喋
舗
に
也
伺
う

i
t
i
l
-」と
が
で

き
重
す
@

命
護
金
の

一
様
企
制
度
め
還
R
R
U

同
U
F

負
但
L
Sす・

⑨
選
金
ω
M
m
符
持
主
剖
m
金

必
要
u
R
・"
と
し
て

自
宮
と
は
り
を
す
・

⑤
編
利
用
生
飽
食
後
霞
M
W
の
た
め
の
鳳
費
が

受
ω
リ
わ
れ
ま
す
・

〈

za-v

m
X剖M
4
千
円
か
り
2
万
6
千
円
ま
で
の
団

E
Z
 

⑨
畑
正
時
間
労
働
宥
コ
ト
タ
イ
マ
等
〕

i円
a千
円
で
も
更
で

i

〈
細
入
の
李
健
〉i
に
・
!
?、

E
空
侵
害
1
m
a
v
主

号

、

山中
し
込
ん
で
〈
M
S
L
.
〈
わ
し
〈
低
中
小

1
2
4
1T
t
i
 

l
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工
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圃
特
別
土
地
由
有
輯
(回
得
分
)
由

圃
申
告
制
付
陰
今
月
中
に

ポ

aa--
創
平

7n1Hか内，
d
守

asvSH

i
t
j
l
l
 

i
i
f
l
i
 

t
-脳陣“
u
R』
が
か
か
り
慮
す
・

奇

:taAHazz

而

E
Eへ
書
し

7
2ぃ.

一
住
宅
用
地
国
異
動
申
告
を

i
に
対
す
る

i
t

R
n似
を

awu偏する
純
例
漏
出
院
が
島
り
ま
す
・

伐

em--の
BZieuHうた
め
、
次
の
よ
う

!
i
!
z
 

r
'
i
Eせ
て

い

at

n
夜
吃
舎
新
・
・
幽

E
し
た
幡
An

l
l
i
i合

E
E
L
-

。
十
単
の
梅
梼
等
に
よ
り
作
喝
川
姐
喝

ta更

Z
Z皿
Z

AZ
i
-
-
a
z
i
 

健

am硲泊康ヘ
・

園
新

車

増

築

・

園
混
失
軍
厘
の
届
出
を

窓
婦
の

E
z
f
z
z，

た
幡
合
信
市
険
肩
車
開通
問
視
舗
へ
届
け
出
て

〈

MSい・
一
家
屋
町
意
望
に
と
協
力
を

市
で

u
、
断
強
補
改
鎗
訴
白
期
金
中
心
に

5
!
?ぃ5
・

2
i
!
?
 圃

膏
芯
も
の
で
す
・
粛
食
の
た
め
、

資
陶
混
同
"

の

1
i
i
iので
ご

RERhtuu、
自
品

i
s，
i
i
i習

u司
4ser--

一
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
霊

歓
の

Ie
穴
環
予
防
翠
・
《

H月9HSHM

日
v

に

主

"
R・
3
fマに

し
た

4
3
1
5
1
1
1・

-

7

7

1犬
実
の
忌
ろ
し
さ
や
防
火
の
-
R

ESι25金
E
-zu

「

1
1
3
5
;くす

火

sb・-
h
w
‘
附
フ
句
"
副
川
区
区
で

a

i

i

?
i
e
 

eE・

E.，ue・じ
で
a

，

nωu--

で
に
必
碕
で
、
』

mm防a命
館
予
防
限
《

e・

''''Mヘ
・

圃
飼
育
に
困
っ
た
犬
を

圃
引
取
り
ま
す
i
i
!
 

え
の
引
厳
島

'e行
噌

τい
噌
揮
す
・

i

iいた
め
に

iで
銅

24222u-mてt次

の
‘
扇
へ
迫
れ
て
来
て
〈
犯
さ
い
《
剛
健
UN

-
-
の
-
』
と
】
・

AE
--
;
1
 

働
問
'
筒
、
問
時
事

A
g・
幽

--m1・
・
・
‘

.m-awの・・

5
vi
u
?
?
"
"
 

八
E
・
自
・
剥
けV
旬
川
説

3
川
越

N
午
府
g

時

K''時
事

trL・
2tSHUHAt

i
t
i
i
 一

臨
時
慢
母
を
募
集

t
s闘の
s
z
f
z
z

め
u・
傍
在
費
ず
る
時
0
.
そ
の
雌
ぬ
Z九
代

ba
可

i
i
b
i
-
-

;
2
1
t
E・

-M叩a
aで
の
保
町
昏
総
本
品何
A
V

た
人
で、

車
時
保
母
を
希
噂
す
る
人

u、
市
島
厚
の
幽
明
脳
血

;
!
?
 

を
語
え
で
市
役
所
副
n
・
梢
微
震
へ
仰
嘗
ま

た
ほ
・
丞
で
幽
申
し
込
ん
で
下
さ
い
・

et込み
aue語に
2
量

tじ
て

EL--問い合
わ

i

俊
所
見
・
思
個
低
調
、

圃
富
市
良
公
園
田
名
所
を

圃
今
年
も
う
イ
ト
ア
ソ
7

車

民

樗

か

111tAt

'
i
;
0
5
5
t
 

鴎会常任委員会の

正副蚕員長決まる

kqief--z今

t
t今、
月
初
日

S
-2
2

2@型
車

L372究

t
f
i
J
R
g
H
 

年

T
2
3
1
1・

-
R
E
l
i
-

-;品

2
3・

八
，
イ
ト
.，
，
プ
ポ
イ
ン
ト
〉

@e良間
立
附
句
隊
本
館
②
車
大
今
大
仏

陵

⑧

・

ke中門
と
同
・

@
B
H大
社

-
の
鳥
凶
⑤
向
蒙
事
⑥
健
福
与
式
軍
略

@a検証町
公
会
堂
⑨
笛
拠
品
種

A
，
，『
邑F
ア
-
，
プ
コ
ン

'
l
hrv

be
gnuuω
午
後

e時

47時w
F

自
主
8

1こ
ろ

Z公

1
2
1
7
9
i
 

t11
1Z
司

z

nua機
A
硲
喝
、

.. 飼
い
合
わ
嘗

鍋
御

免

mA・
B
・

-101】か
市
常
附
縦
書
白
調

ヘ
・

山川会時向車問枇

偽'信任.鈍舎の司書"'是 副安員長が'0と
.り..りeした.(敏勝M)
〈・・m財..，‘・〉
"‘昼…“・..前副審員.中村完了
〈緩衝水道...>

.，・.・M杉知.醐，員長 建国組

〈・..，長曾'‘・〉
..，民 小・4・1ft...員集SlIIj[三
〈金・・..員金〉
'・・.....白輔副......11極集檎

町E
7 JlL51f1}l.みんどよH 画面に岨同

月定例，1..金の‘:・中で徴的..条例検討
削限帥会@寄"援を「中西袋拍車副，

細川はしたが「中l商融制Jの

観りでLた. .わぴLてffiEL1ます.

1111l，-，<(j' 
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圃
心
身
障
害
児
を
対
量
に

園
虫
歯
事
防
白
歯
科
横
診

t
f
a
同
日
広
M

司
会
と
県
備
杓
倫
中
上
会
の
也

力
で
次
の

LC必り
付
L
家&・
・

と
き

8H鈎日
同
午
前
9
時
半

1i
午
後

2
時

1
-Z
費

量

セ

ン

タ

ー

内

z
a
z
s
z
'申し込
み

i
j
aへ

催
し
・
教
室

圃
曹
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ド
セ
ン
タ

圃

E
F
-
-

・

5
1
j

パ
ソ
コ
ン
書
空
ワ
ー
プ

ロ

?

と

と

き

9M7目別
・

8日制・
2

ス

hlvuE日
i午後
1
凶

1

31ス仏側
《
P
甥
V

は
午
後

2時
15時

-z
r
f
z占
j27円

パ

J51i?

と

8
9品
品

官

ω
日
t

H
刷・

2

ス
臥

(
P
也
凶
午
附
凶
時

S

午
後

1
眺

12
1ス
h(pmgは
午
後

2

時

i
時

'z
m人
1
2ト

代

3
千
円

パ

1
3
2
?
S2l

ス

)LC--
9MS日
ω
・
3i1ス地

ハ
P
刷
】
は
午
後
1
的
手
1
4
時也
F
・

21

A
Z〕は
午
後
5

草

i
t

V2
1
1
2
A千
円

八
@
し
込
znv
u隔
が
き
に
諸
国
n会
名
《
ヨ

品

語

、
雪

量

草

野

党

盟

主

主

8Mm目ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー

F
.
F
A
X、
シ
ル
ク
ン
ネ
ヲ

hF
包
ン

タ
1

宇

ltd‘
f
場
合
品
弓

園
サ
ン
ア
ピ
リ
テ
ィ
1
ズ
奈
良

圃

一

i干一
;
75Ej 

E
rl--14AH 

凶
午
前
問
時
‘
疋
午

V
定

員

小

乍
呼
以

上
の
知
的
奇
術

E
8
5
2胸

兇

と

そ

の

富

首

V

内
容
詩
型

;
i
ll
-
-5
 

2U処刑
n
v・め
切
り

8MM日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Z
S
1
3日

占

見

け

の

量

躍

は

巾

Euq

害
時

i
宇

JEKU午後
6
時

半

ι
a時
学
・
偽
M
凶

マ
定
員

:
中
学
牛

以
上
の
心
菌
作
行
と
需
品
人
内
中
学

生
は
ゆ
人
〕

.
優
横
綱
閣
内

V
錫
め

切
M
:
a
H川
柄
引
日

ふ
れ
あ
い

RF一一ス
E
S

S
H
n
4
H凶

6
M
M午
前
9
崎

t午
険

a'

時

-vωm・u開蟻円
以
上
の
身
体
陣
背
信
と

1
・5
1人g
vE

Z
d前
命
単
い
す
シ
ン
グ
ル
ス
の
偲
⑥
ユ
鼻

み

J
i
T
i
fの

グ
プ
ル
ス
E

ペ
?
で
巾
し
込
み
V

V
勧
め

切
り

8nmH

i
s
i
s
-日

の

菌

火

曜

日

主

品

T8時
VJ

7
2
i
i
i
z
 

と
健
常
品
人

z
z
ui品
目

;
E
s
z
i
9
 

1
1
t
u
i
-

崎
鈎
分
jS
4崎
学

-
m凶

V
定
員
i;;
小

?

i
?のi
z

険
制

1
家
飯
田
川

'
剛
し
泌
み

随
時

-
子
働
時
繍
徹
寓
《
高
僧
鍾事
》

島
・E7
9

月

H
u
h
-
i土曜
日

J

r午
後

2草
J
略
立

uau
年
後
3

出
干

5
1日
E

2
1
i
i自
OA

--u小
9SMヰt，
中
乍
生
包

E
の
総

UMm歳

以
上

'
標
隣
科

l
叡
鉄
四
円

'mし

迅
ゐ

随
時i

iと

:
i
i
H
u
i
i日

午
後

1時ω分
自

2E分
J
同

E

象

小

?
Z似
}

の

控

千

円

出

と

そ
の
窓
厳

マ
係
機
騎

1
家
鉄
国
円

-v

T
f
E
 

〈
閉
し
ま

VE
t
-住
所

員

員

g
i
E
a

Z
1
iぃ1
ニ

ス

Z
E主
主

品

品

目

安

で

に
日
ン
タ

1
・

E
t

障

-----a繍睡
眠
と
き
で

9
月
凶
日
幽
園

長
l

年

t
E
E
2
t

f
i
R
I
F
--

va
申
し
込
み

9na日ez
で
に
窃
訴
か

E益
し

て

巾
し
込
ん
で

L
t・

園
東
老
春
の
軍

!
i-El-

-
g
位
駕

d1qvl

j
s
a
H
H盟

後

時

12時也子
・・
白
書
人
陵
?
良
人

乍
禽
崎
研
究
徳
学
生

'
対
象
γ
;
;
ω

畿
訂
以
上

の
人

.，
惨
し
込
み

不

審
、

園
育
少
年
児
童
書
館

-i
一

目

:
;
 

j

t

i7HA 

i

i
u午後
818時

半
・
Hm
凶

V
定

員

市

住
住
従
鋤
の
お

a
g
Z女
性
話
人

ダ
ン
ス

E
S
9MmHSUR 

日
目

2
2曜
u
g
?
8望

日

U
M

--定
員

市
住
往
復
動
の
お
雌
ま

で
の
均
年
お
人

八

T
i
t
i
-

必
明

ι

氏
名
、
年
幽
覇
、
情
訴
毒

12を奮
い
て
、

1
官
1
に

国

へ

・

喜

E
多

い

智

弘

司

肉

料

室

の

言

語

科

a

圃
再
就
聴
を
希
望
す
る

園
女
性
の
た
め
の
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
鴎

ES792ML

H
1
5
:
竜
平

?
?
午
後

i・
日

1一
】

ろ

副
同
友
性
セ
ン
タ
ー

〔喰
肉
剛
町
〕

'
定

員

長

記

入

'S
文型

E

設
計
現

集

計
針
努
事
の
入
門
殿

m
-v受

;
i
i
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lゐ
9
1li
uf

《

mu大黒町
一

f

一
細
入
会
館
内

包
@

5729》ヘ
・

8月同
日
間
日
の
作
附

t
i
3
?
f
z
i
 

し
て
附
し
込
ゐ
で
く
だ
さ
い
・

-E高
齢
者
大
雲
間
踊
直

と
き
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午
後
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1
こ
ろ

民
文
化
会
館

(
Z
F

i
!

i
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人
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テ
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姐
鷹
町

『

q
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5
t

Z
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11叉

土
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開

E
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復
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い
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置

、
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老
曹
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家

-
E
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I
Z
-

-
'ι苛Y民
Y

2
1
?
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品

午
後

4
t
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「

E
Z

や

F
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府
型
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誼
阿
さ
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V
定
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Z
L
t
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が
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総
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開
館
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女
草
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富

t
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市
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喜
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i
z
a
i
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と
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と
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セ
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】
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t
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へ
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E
j
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z
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時
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m
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と
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τ
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s
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鶴
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。
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a
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z
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